
日帰り研修バス旅行 

九輪草を愛でる旅を実施しました 

 

○実施日 ２０１５年６月３０日（火） 

○行き先 花寺・青龍山吉祥寺 

     道の駅・田園プラザかわば 

     月夜野ビードロパーク 

○参加者 講座受講生２４名 

 

定刻の午前８時、東武東上線鶴瀬駅西口を、中型

バスにて出発。当日は梅雨のただ中でしたが、曇

り空ながら雨の心配もなく、関越自動車道を一路

群馬県沼田方面に向けて出発進行。 

 

○ 小山理事長の挨拶と、群馬の歴史を語って頂

いたあと、今回の旅の案内人の理事ペアの絶

妙な掛け合いにより参加者全員が引き込まれ、

全員の自己紹介により仲間作りの一助となっ

た。 

 

○ 最初の立ち寄り処は、鎌倉建長寺を本山とする

臨済宗の禅寺「青龍山吉祥寺」でした。 

当寺は特に花寺として有名です。境内は「吉祥

寺百花園」となっており、四季を通じて様々な

花が咲き乱れていまし

た。 

この季節は九輪草が目

玉でしたが、花盛りは過

ぎており少し残念でし

た。 

一方あじさいは今が真

っ盛りで、多様な色の花

を充分楽しめた。参加者

の皆さんが、盛んにシャ

ッターを切られていた

のが印象に残っていま

す。 

新緑が目に眩しく、青龍の滝や昇龍の滝、そし

て本堂の裏には大きな池があり、多くの鯉が気持ち良く泳いでいるのも見られた。また、

立派な臥龍の庭の、枯山水も見事でした。 
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○ あっという間に時が経ち、バスは昼食会場の道の駅田園プラザかわばに向かいました。 

こちらは、関東で好きな道の駅で５年連続第１

位、日経プラス１家族で一日楽しめる道の駅で

東日本第１位と人気があり、平日にも拘わらず

観光バスの多さに圧倒されました。 

食事はビールレストラン武尊で、ギンヒカリ定

食を戴いた。 こちらは各種地ビールがあり、

堪能された方もおられた。 

食事の後は広い園内を廻り、ブルーベリーの摘

み取りやパン工房そしてミート工房、そして最

後はやはり物産センターで地場産の果実・野

菜・地酒などを買い求めている方が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  



○ お腹が一杯になった処で月夜野ビードロパーク

に足を運んだ。 

ここではガラス工場見学やグラスアート美術館

を見学する予定でしたが、参加者の皆さんは何と

言っても「グラス製作体験」が出来るとあって殆

どそちらに集中していました。 

今回は、サンドブラストでコップに好みの絵柄を

貼りつけ、特殊な機械の中で砂をかけ、出来あが

ったらシールを剥がし綺麗に拭いて完成。 

ただ構想の段階で何度もシールをやり直す方が

多く、参加者の意気込みの凄さを感じた。 

 

係りの方から完成品を受け取った時の、 

満足そうな顔を見ると、この度を企画したことに

役員一同安堵した。 

 

戴いたコップを手に、

各々バスに乗り込み帰路の旅に。ここからは、興奮ぎみの参

加者を更に楽しませようと、江良・堀川コンビがビンゴケー

ムで賞品ゲットをサポート。皆さんしばしビンゴに没頭。 

    最後の方のビンゴはなかなか当たらず、あと数個になって 

      やっとビンゴ、数字を読み上げる理事は大変でした。 

 

○ 最後のＳＡでの休憩後は、疲れているにも拘わらず、頭の体操の番。安藤理事ご自慢の

「雑学クイズ」のオンパレード。一見ばかばかしい問題にも皆真剣。三択なので正解者

続出。司会者とじゃんけんで勝った方が、賞品をゲット。一人に絞るまで続くじゃんけ

んの迫力は圧巻でした。 

そんな楽しいひと時を過ごしている内に、予定時間より少し早く無事鶴瀬駅西口に帰着。 

○ 雨も降りそうで降ることもなく、また事故もなく皆さんご自宅に向かわれました。今回

は参加人数こそ、前年より少数でしたが、和気あいあいの雰囲気で、皆さんの満足げな

足取りで見送ることができ、研修の目的は充分達成出来た有意義な旅であったと思う。 

○ お帰りに戴いたアンケートは、殆どの方が良かったとの回答を戴いた。 

 

○具体的感想は 

・吉祥寺の九輪草をいっぱい観られず残念でしたが、他の花が沢山観られ良かった。 

・空気が澄んでいるのか、非常にお花の色鮮やかで良かった。 

・九輪草が終わりで残念でしたが、別の花が綺麗に咲いていて、心がなごみました。 

・ガラス製作体験がとても楽しかった（複数あり）。 

・次回どこでも参加させて頂きます（複数あり）。 

 

○ 来年度は、皆さんのご意見を参考にしながら、理事会でしっかり企画したいと思います。 

【文責：秋山孝昭】 

 

グラスに絵柄、文字のシールを貼った部

分が透明のまま残ります。手袋とエプロ

ンを掛け、機械に両手を入れてコップに

砂を吹き付けます。吹きつけた部分はす

りガラスになりました。 

 


